
　

現
在
、大
阪
や
東
京
に
あ
る
7
カ
所
の
色

鉛
筆
画
教
室
で
１
５
０
人
の
生
徒
さ
ん
に
自

ら
編
み
出
し
た
描
画
法
を
伝
授
す
る
渡
辺
さ

ん
。絵
を
始
め
た
の
も「
大
人
に
な
っ
て
か
ら
」

な
ら
、色
鉛
筆
画
も「
独
学
」と
い
う
か
ら
驚

き
ま
す
。

　
「
ム
ラ
の
な
い
美
し
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
に
惹
か
れ
て
、22
歳
の
と
き
に
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
版

画
教
室
に
通
い
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。そ
の
う
ち
教
室
展
に
出
品
し

た
作
品
が
画
商
さ
ん
の
目
に
留
ま
り
、

素
人
な
が
ら
版
画
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。と
こ
ろ

が
、10
年
ほ
ど
す
る
と
咳
が
止
ま
ら
な

く
な
っ
て
。版
画
に
使
う
溶
剤
が
原
因

で
し
た
。当
時
は
娘
も
生
ま
れ
た
ば
か

り
。健
康
の
た
め
版
画
を
断
念
し
ま
し

た
。そ
ん
な
時
に
版
画
の
下
絵
と
し
て

描
い
て
い
た
色
鉛
筆
画
で
の
個
展
の
お

話
し
を
い
た
だ
い
て
、初
個
展
を

開
く
こ
と
に
」。ま
さ
に
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
色
鉛
筆
！

1
9
9
6
年
の
こ
と
で
す
。以

降
、各
地
で
個
展
を
開
催
。作
品

が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
中
で
使
わ
れ

た
こ
と
も
手
伝
っ
て
渡
辺
さ
ん
の

作
品
は
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。

　

5
百
色
セ
ッ
ト
な
ど
も
あ
る
色

鉛
筆
で
す
が
、色
鉛
筆
画
の
魅
力

は「
色
重
ね
の
面
白
さ
」。「
赤
・

青
・
黄
の
3
色
だ
け
で
も
あ
ら
ゆ

る
色
が
出
せ
る
ん
で
す
。そ
れ
が

何
色
も
、と
な
る
と
さ
ら
に
無

限
。絵
の
具
と
は
違
っ
て
緻

密
に
塗
り
重
ね
て
い
く

の
で
時
間
は
か
か
り
ま

す
が
、そ
の
分
ゆ
っ
く
り

好
き
な
色
を
創
っ
て
い
け
る
の
が
私
の

性
に
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」と
渡

辺
さ
ん
。

　

描
き
た
い
の
は「
心
が
癒
さ
れ
た
り
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
る
絵
」。「
さ
り
気
な
い
け
ど
小

さ
な
幸
せ
に
満
ち
た
穏
や
か
な
風
景
」は
、グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ご
主
人
や
2
人
の

子
ど
も
さ
ん
と
暮
ら
す
河
内

長
野
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
生
ま
れ

ま
す
。リ
ビ
ン
グ
の
一
角
に
設
け

色鉛筆画家・渡辺美香子さんシリーズ 23未 拓来を くアントレプレナーこ の ま ち
大 好 き ！

／

ゆっくり じっくり色を重ねて しあわせの風景を

ホンモノの答え、住所、氏
名、電話番号、年齢、職業、
本誌の感想・要望などを
明記の上、欄外の宛先
「ホンモノはどれ?」係へ
ハガキ、またはファックス
でご応募ください。

※2月末日締切 消印有効。
※当選発表は発送をもって
かえさせていただきます。
〈No.286の正解は⑥でした〉

応募方法

正解の方から抽選で
図書カード（2000円）を
5名の方にプレゼントします。

ンモノはどれホ ？

した。油屋はもともと菜種の油絞りを
生業とする商家でしたが、江戸時代に
町民の高野山詣が盛んになると旅籠に
転業し、『本陣』と呼ばれる諸藩の大
名や公家が泊まる格式高い宿としてそ

の名を轟かせました。昭和の全盛期に
は結婚式場や大浴場を備え、広大な庭
園には菜種油を絞る際に使った水車や
茶室もありました。裏山には松茸山も
あって秋の松茸狩りは有名でしたよ。
大正4年の高野鉄道の敷設で、宿場町
としての三日市は衰退しても油屋だけ
は頑張っていましたが、住宅開発が進
む中で昭和50年代に廃業しました」。

 河内長野市内には天見・長野・汐ノ
宮のほか錦渓の4つの温泉がありまし
た。三日市町にあったのが錦渓温泉で
した。三日市町在住の郷土研究家、竹
鼻良介さんにお伺いしました。
　「錦渓温泉は小塩の里と呼ばれた烏
帽子形城跡の山麓に古来伝わる弘法太
子ゆかりの冷泉で、江戸時代に『油
屋』という旅館が温泉を引き込んで有

名になりました。塩分や鉄分、炭酸等
を含む泉質から長野温泉や汐ノ宮温泉
と同じ鉱脈だったと考えられます。
『錦渓』の名は明治期に油屋に宿泊さ
れた山階宮晃親王が美しい景色に感動
して名付けたとされています」。
　「三日市町は、京都や大坂、堺など
から高野山に続く4本の街道が河内長
野で合わさって1本になる交通の要衝
でした。そのため宿場町として栄えま

　當麻寺の参道沿いにある「けはや座」
は、全国でも珍しい相撲の資料館。相
撲の開祖といわれるご当地出身の「當
麻蹶速」を称え、相撲の歴史を伝える
ことを目的に1990年にオープン。若い
女性の相撲人気や訪日外国人の増加を
背景に入場者が急増しています。
　見どころは本場所と同じ仕様で造ら

れた土俵。土俵
上では性別に関
係なく誰でも自
由に上がれ、塩
まきもOK。力士
の着ぐるみや廻

しを身に着けて相撲体験もでき、撮影
した力士姿が「かわいい」「SNS映えす
る」と話題に! 館内にはこの他、マニア
垂涎の1万2千点に及ぶ大相撲の貴重な
歴史資料が展示されています。また、
相撲の所作や展示
品を解説する6つの
言語に対応したタ
ブレット端末の貸
し出しも。毎月第1
日曜・第２木曜には
「相撲甚句の日」
として大相撲の巡
業で歌われる囃子

唄が披露されます。
　ちなみに、日本最古の歴史書、日本
書紀によると「當麻蹶速」は第11代天
皇・垂仁天皇の時代に当節切っての怪
力男「野見宿禰」と力比べをしたとい

われる人物。こ
の対戦が国技相
撲の起源である
とされます。
　相撲館の前に
は、戦いで敗れ
た蹶速の墓と伝

わる「當麻蹶速塚」
があります。

●相撲館 奈良県葛城市當麻83番地1 Tel.0745-48-4611　開館=10時～17時（火・水休館※祝日
の場合は開館）、入場料=大人300円・小人150円（幼稚園以下無料）、アクセス=近鉄南大阪線「当麻
寺駅」から徒歩約4分　　有

社員からの
おすすめ
情 報

サイクリングで気分爽快！

　サイクリングは月に2日ほど、会社の上司と
堺市や大阪市を中心に走っています。まだ初
めて1年ほどですが・・・自転車は安価ですがク
ロスバイクに乗っています。最初は、自転車で
堺市や大阪市まで行くなんて、時間がかかっ
てしんどいし車で行った方が楽で良いと思っ
ていました。しかし、自転車で行ってみると車で
は通らない道や景色、行ったことのないお店
を発見できて、自転車ならではを感じました。
　食事のお店選びでも車で行動するときは、
周辺に駐車場が無いお店は断念していました
が、自転車であれば気にせずに選べるのでそ
ういう点でもGOODです。おすすめのお店が、
中百舌鳥にある、「味の店　一番」という洋食
屋さんです。テレビでも紹介されたというの
で、同僚と行ってみました。昔ながらの町の食
堂という店構え、大きな黄色いテントに書か
れた「安くて・うまい」という文字に一層期待

河内長野ガス　尾白 雅文
お はく  まさふみ

感が高まります。お店
に入り店員さんおす
すめのハンバーグ・
ヘレカツ定食を注文
しました。メインディ
ッシュ2つで食べきれ
るか心配でしたが、
食べてみると、1974年の創業から引き継がれ
ているという自慢のデミグラスソースがかかっ
ていて噂どおり非常に美味しくてペロッと完食
しました。おしゃれなお店も良いですが、こうい
う気取らなくて本当に美味しいお店もいいもの
だと初めて思いました。
　こういったお店をたくさん見つけていきたい
なと思っています。サイクリングコースは堺市や
大阪市といった都市部にしか行ったことがな
く、他の市や大阪府以外の観光地なども行って
みたいと思っています。

会社最年少25歳です。
大阪以外の近畿圏もサ
イクリングするぞー。適
度な運動で気分もリフ
レッシュ。

河内長野発
2
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▼

た
ア
ト
リ
エ
の
窓
か
ら
は
寺
ヶ
池
が
一

望
で
き
、イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
掻
き

立
て
ま
す
。「
四
季
折
々
の
花
や

木
々
を
映
す
寺
ヶ
池
が
大
好
き
で

す
。季
節
や
時
間
帯
だ
け
で
な
く
吹

く
風
に
よ
っ
て
も
池
の
表
情
が
変
わ

る
ん
で
す
」。

　

昨
年
は
N
H
K
・
B
S「
美
の
壺
」に
出
演
。

作
品
は
カ
ナ
ダ
や

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
、ハ
ン

ガ
リ
ー
な
ど
海
外

で
も
展
示

さ
れ
て
い
ま

す
。「
一
番
う

れ
し
か
っ
た

の
は
、作
品

を
ご
覧
に
な
っ
た
人
生
経

験
豊
富
な
80
代
の
女
性

が『
生
き
て
い
る
間
に
先

生
の
作
品
に
出
会
え
て

よ
か
っ
た
』と
涙
ぐ
ま
れ

た
こ
と
。私
の
絵
に
も
存

在
理
由
が
あ
る
ん
だ
、こ

の
ま
ま
描
い
て
い
い
ん
だ
、

と
」。コ
ツ
コ
ツ
積
み
上
げ

た
渡
辺
さ
ん
の
人
生
も

深
み
を
増
し
て
自
分
色

に
輝
い
て
い
ま
す
。

相撲の起源や所作が楽しく学べる
　　　相撲館「けはや座」

　府道38号線を堺カントリークラブ方面にハンドルを
切ると、豊かな自然の中に突然小さな看板が現れま
す。「kokage cafe（こかげかふぇ）」。お店ができて
1年と少しですが、すでに“自然食なのに深みのある割
烹の味が楽しめる”と、知る人ぞ知る存在に。腕を振
るうのは年期の入ったベテラン料理人かと思いきや、
意外にもお若い女性シェフ。「この辺りの森が大好
き。子どもの頃から木登りをして遊んでました」。ず
っと、お店を開きたいと思っていたそうですが、病身

のお母様のために勉強した自然食と、「好きな
ことをやりなさい」というそのお母様の一言
が、kokage cafe誕生のきっかけとなりました。
　ランチはお洒落で栄養満点のおむすびと、近
くの畑で採れた無農薬野菜中心のお惣菜が味わ
えるこかげプレート。お米は酵素玄米と玄米を

使用し、スイーツはチーズケー
キ以外、小麦、上白糖、卵、乳
は使っていません。「お店を開
く3年前から、緑道ピクニック
というイベントに出店させてい
ただいてメニューを研究してき
ました。当時から応援いただい
ているお客様には心から感謝し
ています」。深みのある本格的

な味は、割烹で勤めていた頃の賜物。
　すぐ近くにはお兄様が北海道で見つけてきたお馬ち
ゃん“小豆ちゃん”の厩舎が。小豆ちゃんに会いに来る

お客様も少なくないそうです。お店の切り盛りと小豆
ちゃんのお世話…。小柄な体のどこにそんなエネルギ
ーが潜んでいるのか不思議になるほど。「いつかは子
供たちが畑で野菜を育て、自分で採ったものを料理す
る教室も開いてみたいです」と話すシェフは、幼稚園
の体育の先生もしていただけあって根っからの行動
派。この夢も近い将来、実現するに違いありません。

自然食カフェで味わう割烹の味

Shop美 味 楽

kokage cafe

kokage caf
e（こかげかふぇ）

みなみかわち・
なんで
も調査隊

～あなたのナゾに
　 お答えします！～

三日市町に昔あったといわれる
温泉について、教えて。

 　　　　　　　　　「ここになぜこんなものが?」「この由来は?」など、街の中でふと感じたクエスチョンをお寄
せください。あなたに代わってお調べします。応募先は欄外の宛先へハガキまたはFAXにて受付いたします。
質問を募集しています！

本
場
所
と
同
じ
土
俵
。女
性
も
上
が
っ
て
力
士
体
験

!"#$%&' 渡辺美香子（わたなべ みかこ）さん プロフィール
堺市生まれ。河内長野市在住。1983年シルクスクリーン版画教室で技術を習得し制作開始。色鉛筆
画家に転向し1996年に初個展開催。以降、国内外で個展多数。大阪を中心に7カ所の直営教室とカ
ルチャー教室で「MIKAKOメソッド　渡辺美香子の色鉛筆画教室」を開く。
※個展や教室の情報・問い合わせはサイト「渡辺美香子の世界」を　https://mikakowatanabe.com/

昨年末に個展～ニューヨークから帰国
して～が開催された大阪・北浜にあるギ
ャラリー「アムリタ」で

下絵や子どもたちが使う画材と思われてきた色鉛筆
をアートの域に高め、日本で「色鉛筆画」という新境
地を拓いた渡辺美香子さん。海や湖、森など自然をモ
チーフに色鉛筆の豊かな色彩で描いたその作品は、
見る人を心優しいしあわせな世界にいざないます。

宿
場
町
き
っ
て
の
名
湯「
錦
渓
温
泉
」が

今
は
な
き
旅
館「
油
屋
」に

ガス機器をお使いいただく際のご注意
ガスコンロや小型湯沸かし器をお使いの際には、必ず換気扇を回すか、窓を
開けて換気をお願いします。また、ご使用中に火が消えたりする症状が出た場
合には、当社もしくはご購入された販売店
まで点検修理のお申込みをお願いします。

ガス暖房機をお使いの際に
は、1時間に1～2回程度、窓を
開けて新鮮な空気に入れ替え
てください。

キッチン
で

お部屋
で

Mikako's Worldを創る
<アーチスト色鉛筆>

色鉛筆はメーカーによって固さや発色もさまざま。「使
う方の筆圧や好みに合わせて選んで」と渡辺さん。
1000本以上の色鉛筆が並ぶアトリエで、渡辺さんが
今、主に使っているのはホルベインの全150色<アー
チスト色鉛筆>。ピンクの缶箱に
は渡辺さんの作品があしらわれて
います。教室では別途、オリジナル
の色組セットも販売中。

寺ヶ池のエッセンスが散りば
められた「朝の散歩道」
©Mikako Watanabe
色鉛筆画

「月に見惚れて」
©Mikako Watanabe
色鉛筆画

こかげプレートAコース1,400円。旬の野菜を使った今日のおかず6種〔冬野菜
の巾着包み／鶴長南瓜葛寄せ／セレベス（赤芋）とかぶ蒸し／ヤーコン揚げ／
九条ねぎこんぬた和え／壬生菜ときのこのジュレ浸し〕と選べる2種のおむす
び、無農薬サラダ自家製ドレッシング添え、季節の野菜たっぷりみそ汁。ドリンク
と自家製デザートが付くと2,100円

豆腐のガトーショコラとほうじ
茶ラテのセット900円。他に
も体に優しい和風デザートが
何種類も

オーナーシェフの高松
さんと愛馬小豆ちゃん

木で統一された温かみのある店内
グレイで塗装されたモダンな外観だが
周辺の豊かな自然に似合っているおむすび2つのベ

ースは酵素玄米と
玄米。トッピングを
玉ねぎ梅ナッツ、く
るみみそ、甘酒焼き
おにぎり、なめたけ
れんこん、季節限
定2種類の計6種
類から2つ選ぶ

食器はほとんどが作家物で、高松さんが
10年間かけて集めたもの

お店のロゴマーク。コンセプトは“から
だに優しくココロあたたまるごはん”

堺カントリー
クラブ

畑自治会館

堺カントリー
クラブの看板

!"

南
海
高
野
線

金剛駅

滝谷駅

kokage
cafe

泉
北
高
速
鉄
道

泉
ヶ
丘
駅

釜室

高
野
街
道

#$"

千代田駅

貴望ヶ丘

●住所 ： 
　堺市南区畑10
●営業時間 ： 
　11：00～15：00
　（ランチＬO13:00）
●tel ：
　080-5710-6880
※要予約
●定休日 ： 日・月曜日
●駐車場 ： 6台

葛城市

P

昨年リニューアルオープン

横綱や名力士が使
用した化粧廻しも

昭和の大横綱・双葉山の明け箱

着ぐるみでの力士体験が大人気! 

第1日曜・第２木曜に
行われる「相撲甚句」

本物と同じ土俵。場内には観客用の「マス席」も

たい

きんけい

きんけい

お  しお

やましなのみやあきら

あぶら

や

ま の け はや

たいまでら

す も う

は や し

じん  く

の み の す く ね

左手に油屋が。後ろは新
三日市橋（昭和時代のパ
ンフレットより）

実は私もこの油屋で結婚式を挙げました

文人墨客に愛された
油屋。昭和26年には
俳人・柳原白蓮さん
（写真中央）も宿泊

油屋にあった錦渓温泉大浴場。湯は空気に触れる
と酸化して真っ赤に（昭和時代のパンフレットより）

「
国
際
観
光
旅
館 

油
屋
」

の
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
昭
和
時
代
）

資料はすべて竹鼻さん所蔵
※古い資料の複写のため鮮明ではありません。ご了承ください。

主催：河内長野市立
市民公益活動支援センター
【指定管理者】NPO法人はぴえる

2019年

2月24日　 10：00～16：00日

～よりよい明日へ～
 みつけよう生きがい
ふみだそうボランティア

河内長野市立市民交流センター
「キックス」
河内長野ガス
河内長野市立

市民公益活動支援センター
「るーぷらざ」

入場無料

第19回

きゅうしゃあずき

問い合わせ先：
河内長野市立市民公益活動支援センター
TEL：0721-53-8100　FAX：0721-53-8030

竹
鼻
さ
ん

※カットイラストも渡辺さんの作品

き
ん
け
い
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な
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く

［プレゼント・読者企画のご応募先］ ●ハガキ 〒586-0025 大阪府河内長野市昭栄町14-31 株式会社リビングセンター長野　●ファックス 0721-53-8775 ※FAX番号はお間違いのないようにお願いいたします。


